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 低入札価格調査制度調査対象工事の場合に
は、不当廉売の疑いがあるものとして公正取
引委員会に報告することがある。
 支払条件 本工事において、中間前金払に
代わり、既済部分払を選択した場合には、短
い間隔で出来高に応じた部分払や設計変更協
議を実施する「出来高部分払方式」を採用す
る。
 本案件は、資料提出及び入札等を電子入札
システムで行うものであり、対応についての
詳細は入札説明書による。
 本工事は、当該工事に係る平成28年度予算
が成立し、予算事務手続きが整った場合につ
いてのみ、開札の手続きを行うことを条件と
する。
 詳細は入札説明書による。
６ Summary

 Official in charge of disbursement of the

procuring entity : Takahide Maruyama Di‑

rector‑General of Chugoku Regional Devel‑

opment Bureau, Ministry of Land, Inf‑

rastructure, Transport and Tourism

 Classification of the services to be pro‑

cured : 41

 Subject matter of the contract : Construc‑

tion work of Tottorinishi‑Rord Oma Bridge

upper steel first

 Time‑limit for the submission of applica‑

tion forms and relevant documents for the

qualification by electronic bidding system :

5 : 00 P.M. 8 February 2016

 Time‑limit for the submission of tenders

by electronic bidding system 1 : 30 P.M. 11

May 2016 (tenders bring with 1 : 30 P.M. 11

May 2016 or submitted by mail 1 : 30 P.M.

11 May 2016)

 Contact point for tender documentation :

Contract Division, General Affairs De‑

partment, Chugoku Regional Development

Bureau, Ministry of Land, Infrastructure,

Transport and Tourism, 630, Kami‑
hacchobori, Nakaku, Hiroshima 7308530
TEL 0822219231 Extension 2526

入 札 公 告（建設工事）

次のとおり一般競争入札に付します。
平成 28 年１月 28 日
国立大学法人東北大学理事 佃 良彦

◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 04
〇第２号
１ 工事概要等
 品目分類番号 41
 工事名 東北大学（青葉山３）基幹・環境
整備（造成・道路・排水・共同溝等）工事
 工事場所 仙台市青葉区荒巻字青葉468
１の一部、816の一部 東北大学青葉山３団
地構内
 工事概要 本工事は、青葉山３団地構内に
おいて、造成・道路・排水・共同溝等を整備
する工事である。
 工期 平成28年12月28日（水）
 使用する主な資材等 造 成 土 量 約
50000、舗装工（アスファルト舗装約
5600、インターブロック舗装約2400）、
排水工（雨水管きょ約450ｍ、雨水人孔・枡
約37箇所、外きょ枡42箇所、側溝約300ｍ、
汚水管きょ約300ｍ、汚水枡約12箇所）、共同
溝230ｍ、法面保護約8000、環境緑化約
2700、消防水利１箇所、除草伐採伐根約
82000、既存施設等とりこわし（建築物等
12棟、照明灯５基、吊り橋１基、舗装約
5200、その他工作物等）、機械設備（ガス
管約850ｍ） ３ 総合評価に関する事項

 落札者の決定方法
 入札参加者は、「価格」及び「技術提案書」
をもって入札を行い、次のア、イの要件に
該当する者のうち、下記によって得ら
れる評価値の最も高い者を落札者とする。
ア 入札価格が予定価格の制限の範囲内で
あること。
イ 評価値が、標準点を予定価格で除した
数値（基準評価値）に対して下回らない
こと。

 において、評価値の最も高い者が２人
ある時は、くじを引かせて落札者を決定す
る。

 次に掲げる基準を満たす主任技術者又は監
理技術者を当該工事に専任で配置できるこ
と。なお、施工場所から10㎞以内又は東北大
学が発注する仙台市内の同一工種工事につい
ては、同一の主任技術者が２件まで管理する
ことを認める。
 １級土木施工管理技士又はこれと同等以
上の資格を有する者であること。なお、「こ
れと同等以上の資格を有する者」とは、１

級建設機械施工技士の資格を有する者又は
これらと同等以上の資格を有するものとし
て国土交通大臣若しくは建設大臣が認定し
た者。
 平成12年度以降に、元請けとして完成・
引渡が完了した上記２に掲げる工事を施
工した経験を有する者であること。

 監理技術者にあっては、監理技術者資格
者証及び監理技術者講習修了証を有する者
であること。

 競争参加資格確認申請書（以下「申請書」
という。）及び競争参加資格確認資料（以下「資
料」という。）の提出期限の日から開札の時ま
での期間に、国立大学法人東北大学から「建
設工事の請負契約に係る指名停止等の措置要
領について」（平成18年１月20日付け17文科施
第345号文教施設企画部長通知）に基づく指
名停止措置（以下「指名停止措置」という。）
を受けている期間中でないこと。
 上記１に示した工事に係る設計業務等の受
託者（協力を受ける他の建設コンサルタント
を含む。以下同じ。）又は当該受託者と資本若
しくは人事面において一定の関連がある建設
業者でないこと。
 入札に参加しようとする者の間に資本関係
又は人的関係がないこと。（基準に該当する者
のすべてが共同企業体の代表者以外の構成員
である場合を除く。）。

 本工事は、工事施工について「ＶＥ提案と
ＶＥ提案に基づく施工計画」及び「工事全般
の施工計画」（以下、「技術提案書」という。）を
受け付け、価格以外の要素と価格を総合的に
評価して落札者を決定する総合評価落札方式
を実施する工事である。
 本工事は「建設工事に係る資材の再資源化
等に関する法律（平成12年法律第104号）」に
基づき、分別解体等及び特定建設資材廃棄物
の再資源化等の実施が義務づけられた工事で
ある。
 本工事は、競争参加資格確認申請及び入札
を電子入札システムで行う対象工事である。
なお、電子入札システムにより難い者で、紙

入札方式を希望する場合は、紙入札承諾願（様
式任意）を発注者に提出しなければならない。
電子入札は、文部科学省入札システムホーム
ページ（http://portal.bid.mext.go.jp/）の電
子入札システムにより行う。

２ 競争参加資格
 国立大学法人東北大学契約事務取扱細則第
６条及び第７条の規定に該当しない者である
こと。
 会社更生法に基づき更生手続開始の申立て
をした者又は民事再生法に基づき再生手続開
始の申立てをした者にあっては、手続開始の
決定を受けた後に審査を受けた一般競争参加
者の資格を有する者であること。
 文部科学省における土木一式工事の一般競
争参加者の資格（会社更生法に基づき更生手
続開始の申立てをした者又は民事再生法に基
づき再生手続開始の申立てをした者にあって
は、手続開始の決定を受けた審査を受けた一
般競争参加者の資格をいう。）を有し、「一般競
争参加者の資格」（平成13年１月６日 文部科
学大臣決定）第１章第４条で定めるところに
より算定した点数（一般競争（指名競争）参
加資格認定通知書の記２の点数）が1190点
以上であること。
 元請として、平成12年度以降に完成した次
の基準を満たす工事を施工した実績を有する
こと（共同企業体の構成員としての実績は、
出資比率が20％以上の場合のものに限る。）
１）掘削又は切土の土地造成土量が25000
以上
２）共同溝延べ長さ100ｍ以上
３）舗装
４）排水管きょ400ｍ以上
上記１）～４）を施工した実績を有するこ
と。（別工事でも可）





		2016-01-27T15:19:49+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




